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多様な湖岸景観

琵琶湖の湖辺域の状況

砂浜湖岸

山地湖岸

植生湖岸

人工湖岸



琵琶湖の湖辺域の状況 3/23

砂浜湖岸

37％

植生帯湖岸
17%

山地湖岸
18%

人工湖岸
27%

（自然石、コンクリート等に

より造成された湖岸）

水面

1%…

■琵琶湖湖岸線の延長約235ｋｍにもおよぶ
■砂浜、植生帯、山地湖岸が約72％の大部分を占める

■多くの自然湖岸が存在している

平面図

湖岸形態
砂浜湖岸
植生湖岸
山地湖岸
人工湖岸



白ひげ浜

砂浜湖岸侵食 4/23
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今回対象地区

新海浜

マイアミ浜 萩の浜

■琵琶湖で平成４年頃から砂浜侵食の頻発を確認。
■砂浜の消失、垂直の浜崖が生じ樹木の倒壊等の被害も発生。



琵琶湖湖辺域保全・再生の基本方針（滋賀県） 5/23

琵琶湖湖辺域保全・再生の基本方針 （滋賀県）

基本理念
人と自然とが共生する美しい琵琶湖を目指して

琵琶湖湖辺域は、生物が生息する場として重要、憩いの場、
レジャーの活動の場、観光の場として広く利用されており、
自然環境や景観の保全・再生を実施。



対象地区の位置関係 6/23

N

一級河川 鴨川

湖西圏域南部

横江浜地区

近江白浜地区



横江浜の変遷 7/23

堀川水門

N

：S48 ：H6 ：H15

堀川水門

N

堀川水門

N

鴨川河口付近で土砂供給量の減少により

汀線の著しい後退が始まり、砂浜が消失し
ていることが確認できる。

昭和４８年

平成６年

平成１５年



近江白浜の変遷 8/23

N

N

N

：S48 ：H6 ：H15

平成15年時には近江白浜の
大部分で汀線が後退している。

平成6年には鴨川河口付近で
汀線が後退している。

近江白浜は緩やかに湾曲した
砂浜

昭和４８年

平成６年

平成１５年



湖岸形状を変化させる要因 9/23

✓琵琶湖の水位変動

✓流入河川からの供給土砂量の変化

✓湖岸構造物による影響



鴨川河川改修事業の経緯 10/23

改修実施済み区間
L=4.3km

鴨川

災害復旧助成区間
L=3.2km

河川改修前



鴨川河川改修事業の経緯 11/23

改修実施済み区間
L=4.3km

鴨川

災害復旧助成区間
L=3.2km

行司橋下流 野田橋上流

■平成25年台風18号により堤防破堤する甚大な被害が発生
■災害復旧事業により急速に大規模な河川改修事業を実施

⇒土砂の掃流力が減少し、河川からの土砂供給量が圧倒的に減少

河川改修後



湖岸保全対策計画 12/23

①湖岸保全施設による対策
→突堤等の施設整備

②供給土砂の再生による対策
→サンドバイパス
（浚渫土の有効活用）

流入河川からの供給土砂量の変化

砂浜の復元

課題

対策

目標



①湖岸保全施設による対策 13/23

●漂砂の移動防止
・湖辺の砂は、湖岸を横方向に移動
・流入する土砂が減少すれば侵食が発生
・砂の移動を止めるために突堤を設置

●汀線の後退防止
・汀線の後退を停止し背後地を守る
・砂浜侵食を直接的に防止する

突堤

緩傾斜護岸



漂砂移動特性【漂砂エネルギー】 14/23

横江浜 近江白浜

－（負）

＋（正）

漂砂エネルギーの正の値が卓越

琵琶湖に向かって左方向に漂砂が
移動しやすい

漂砂エネルギーの負の値が卓越
琵琶湖に向かって右方向に漂砂が
移動しやすい

－（負）

＋（正）



漂砂卓越方向 15/23

漂砂の卓越方向
漂砂の卓越方向

鴨川

琵琶湖に向かって左方向
に漂砂が移動しやすい

琵琶湖に向かって右方向
に漂砂が移動しやすい

横江浜

近江白浜



横江浜地区での保全対策 16/23

突堤工

緩傾斜護岸工

養浜工

①湖岸保全施設による対策

■湖底形状が急峻で、突堤による砂の堆積が期待できない
⇒緩傾斜護岸工を配置

漂砂の卓越方向



②供給土砂の再生による対策 17/23

浚渫土を河口に
サンドバイパス
V=10,000ｍ３

置き土
②供給土砂の再生による対策

鴨川

河道内の堆積土砂を浚渫



近江白浜地区での試験施工 18/23

■試験突堤として簡易突堤（袋詰玉石）を3基設置（R元年度施工）
■施工後、汀線変化をモニタリング

→本施工の配置や構造を検討

鴨川

置き土

試験突堤

試験突堤

漂砂の卓越方向



モニタリング計画 19/23

✓定点調査
✓ドローンによる空中写真撮影

対策前と比較し、汀線の変化状況を評価



汀線変化の状況【横江浜地区】 20/23

■保全対策整備により砂浜が回復され、汀線の前進を確認。
■汀線が概ね安定化し砂浜が現状維持されており、一定の効果を確認。

平成28年汀線

令和２年汀線

令和２年汀線

汀線の前進 汀線が概ね安定化

平成２８年
（対策前）

令和２年
（対策後）

令和４年

鴨川



重要植物 21/23

砂丘性植物

タチスズシロソウ ハマヒルガオ

■タチスズシロソウの生息、
ハマヒルガオが湖岸で帯状に広く散生を確認。

■砂浜侵食の対策により保全
また、消滅しないように配慮して対策を実施。

鴨川

重要種
絶滅危惧種IB類ハマヒルガオ

タチスズシロソウ



汀線変化の状況【近江白浜地区】 22/23

平成28年

■試験突堤への漂砂の堆積が見られ、汀線の前進を確認。
汀線が概ね安定化し砂浜が回復し現状維持されている。

■試験突堤とサンドバイパスによる置き土の一定の効果を確認。

平成28年汀線 令和元年汀線

令和元年汀線

令和4年汀線

試験突堤への漂砂堆積 汀線も概ね安定化平成２８年
（対策前）

令和元年 令和4年

試験突堤 試験突堤

置き土

鴨川



砂浜保全対策による効果と課題 23/23

効果
■保全施設周辺への漂砂の堆積が確認
■砂浜が現状維持されている
■重要植物の生息・生育場所であり、湖岸保全対策により保全

問題
■短期的な変化状況しか確認できていない
■汀線が突堤で「のこぎり状」に安定し湖岸景観の喪失

今後の課題

■中長期的なモニタリングを実施
重要植物の生育・繁殖状況も確認

■山地から湖辺域への土砂動態を把握し、
湖岸保全施設によらない総合的な土砂管理の方法を検討



ご清聴ありがとうございました。




